
総合へ向けて“楽しさの創造と学習への責任”を育

J 1年 『遊び名人になろう！」の実

てる
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◆単元のボイントーーーーーーーーーーー＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

○制限された条件の中で生み出され，発揮される創造性

この単元は，遊び名人を目指して，制限さ
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蕊
を創り出したり，自分で材料を集めておもち

ゃ作りを行ったりと，子供にとって一番身近

な“遊びと楽しさ”を題材とした構成になっ

ています。修業ごとの名人認定証や評価基準

ごとの色別ワッペンなどで子供たちの意欲と

主体性を引き出したいと考えました。

○もう一度，子供を「遊びの天才』に

最近の子供たちは，自分たちで考えて遊びを創ることが苦手であるとか

ケームに遊ばれているなど，遊びに対して受動的であり，自ら遊びを創り

出すこと力§不得意であると言われています。そこで，場に合わせて，不足

している道具や人数に合わせて遊びを創り出し，ルールを作り変えていけ

るような子供であってほしいという願いを込め，この活動を設定しました。

○生活化へ向けて

創造性というのはこの活動だけで育てられるものではなく，今回のよう

な活動を数多く経験することによって，効果力罰出てくるのだと考えます。

生活科以外でも，音楽科や図工科，体育科などで「人と違っていい，創り

出すことに価値がある」という意識が育っていくことこそｶｺ本単元のねら

いであると考えています。

◆単元の目標

○与えられた素材の中で，遊びを楽しく創り出そうとする。

（関心・意欲。態度）

○自分なりの遊びを工夫し，つくり上げたおもちゃや遊びを紹介したり，

一緒に遊んだりする。 （思考・表現）

○素材の特徴や性質に気付くと共に，遊びを創り出した自分のよさや友だ

ちのよさに気付く。 （気付き）
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||修業①"新聞紙だけで” ’
→どんな遊ぴでもよ色別 ワッペン

自いことを知らせ，☆楽しい遊びを考えること力↑できたよ。

分だけの遊びを考え

↓ た子を認める。

|修業②"アルミホイルと芯だけで”’
を提示する時→材料☆楽しい遊びを考えることができたよ。

は子供の意欲を高め☆友だちとは違う遊びを考え ることができたよ。

こ工夫する。るよう*この2つのうちから子供との相談で1つを決める。 I

V

｜修業③"ﾋﾆﾙ袋とﾋﾆ帯と紙ｺｯﾌだけ図｜
い遊びを考えることができたよ。 →材料はできるだけ☆楽し

3つとも使うよう☆友だちとは違う遊びを考えること力『できたよ。 に

声かけをしていく。☆今までとは全く違う遊びを考え ることができたよ。

*この3つのうちから子供との相談で1つを決める｡1レ

’||最終修業“自分の決めたおもちゃを作ろう！”
☆身の周りの材料で動くおもちゃをつくる ｜ →身近Iこある材料を

素材を楽しむ使う。ができたよ。アレ
ー ー

だけでなく動くおも

↓ ちやを作る。
ポプラルームをプレイランドにして，みんなで遊ぼう11
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(遊び名人になれたよ！！｝
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◆実践するにあたって＝＝＝＝＝＝＝＝－＝＝＝＝－ ＝

本単元を行うにあたって，普段から身の周りにある様々な素材にふれてお

くことも大切です。年度当初から，家庭で使わなくなった空き箱や牛乳パッ

クなどを集め，子供たちカゴいつでも自由にそれらを使って遊べる環境を整え

ておくことも必要なことです。

－17－




